
�
いいだ人形劇人形劇フェスタ2006�2006�
劇人劇人、観客観客、スタッフが�

支えあい、創りあった4日間�

人形人形を見つめる�

熱いまなざしが物語物語る�

（関連記事関連記事8～9ページ）�

�
いいだ人形劇フェスタ2006�
劇人、観客、スタッフが�

支えあい、創りあった4日間�

人形を見つめる�

熱いまなざしが物語る�

（関連記事8～9ページ）�

No.822●毎月1日・15日発行�

［特集］�［特集］�



第
５
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画（
素
案
）に
ご
意
見
を�
第
５
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画（
素
案
）に
ご
意
見
を�

 

基
本
構
想
・
基
本
計
画
は
、
飯
田
市
の
将
来
の
あ
る
べ
き
都
市
像
を
明
ら
か
に
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
目
標
・
課
題
を
掲
げ
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
す
。
�

　
来
年
4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
5
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、
昨
年
10
月
か
ら
市
民
検
討
会
議
、
審
議
会
、
議
会
検
討
委
員
会
な
ど
で
検
討

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
経
過
は
広
報
で
報
告
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
「
第
5
次

基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
素
案
）」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
そ
の
要
点
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。�

実効性・実現性のある計画とするため、
５年経過時に見直すこととします。�

※平成17年10月の国勢調査結果に基
づき確定します。�

10万６千人（仮置※）�
　現在より少ない目標人口ですが、平成
12～17年で約２千人減少したことから考え
ると高い目標といえます。�
　「地域経済活性化プログラムに基づく人
材誘導を積極的に行う」「人口減少を抑制
する」という意志を込めて設定しました。�

目標人口（平成28年度末）�

平成19～28年度までの10年間

基本構想の計画期間�

平成 1 9～23年度　前期基本計画

平成24～28年度　後期基本計画

基本計画の計画期間�

こ
れ
ま
で
の
基
本
構
想
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
行
政

の
目
標
と
さ
れ
て
き
ま
し
た�

行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
・
企
業

な
ど
多
様
な
主
体
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
と
な
り
ま
す�

将来都市像 基
本
構
想

基
本
構
想

基
本
構
想基本目標

事務事業

詳
細
は�

左
ペ
ー
ジ�

政策 基
本
計
画

基
本
計
画

基
本
計
画施策

詳
細
は�

4
―

5
ペ
ー
ジ�

多様な主体による
まちづくり要点2基本構想・基本計画の

計画期間、目標人口要点3

基本構想・基本計画の将来都市像、
基本目標および政策施策体系図要点１

基本構想�

基本計画�

行政�

〈これまでの基本構想・基本計画〉�

行政�

市民� 地域�

企業�
団体�

基本構想�

基本計画�

〈これからの基本構想・基本計画〉�

「どのようなまちにしてい
きたいのか」「どのような
まちにしていくべきか」
などの飯田市の将来の望
むべき姿を表現したもの�

将来都市像を実現するた
めの、まちづくりの目標
を表現したもの�

まちづくりの目標を実現
するために解決すべき課
題別分野�

政策実現のために市民の
皆さんと協働して取り組
む具体的な課題�

☆今回の基本計画の特徴�
①主体の役割を明確にする�
②達成目標をつくり進行管
理を行う�

協働�
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住み続けたいまち　住んでみたいまち　飯田
人も自然も輝く　文化経済自立都市

これからの地域を考えた時、重要な言葉は地域の「自立」と「持続可能性」
です。地域のあるべき姿として、多くの市民検討委員の皆さんが共有したこ
とは「住み続けられる地域をつくること」でした。この表現は普遍的な概念
ですが、飯田市のまちづくりビジョンとして掲げています。�

第4次基本構想・基本計画で掲げた「環境文化
都市」の理念は、多くの市民や市外からも認知
されています。また現在、地球規模で環境問題
は深刻の度を増しています。そのため、第4次
の将来都市像「人も自然も美しく、輝くまち飯
田　『環境文化都市』」から「人も自然も輝く」
という表現を引き続き使っています。�

「文化経済自立都市」は、飯田市が将来にわた
って活力を保持し、安定的かつ持続可能な地域
経営を行っていくための都市像です。人々の生
活の質を向上させる地域文化や生活を安定させ
る地域経済が、複合的に連鎖・循環し、常に活
性化され、自立した地域経営がなされている状
態を表しています。�

地域が自立し、持続していくためには、経済自立度を
高めることが必要です。飯田らしさや魅力をいかした
産業が盛んになり、暮らしやすい地域が実現されるこ
とを目標にしました。地域の魅力である多様性や飯田
らしさを表現し「さまざまな産業」としました。�

地域の課題を解決するには、市民、事業者、行政それ
ぞれが多様な主体として「協働」することが重要です。
さらに、まちづくりにおける市民の役割も、「参加者」
から「主体的に取り組む担い手」へと変わろうとして
いることから、このような表現としました。�

飯田が持つ「豊かな地域資源」をいかし、多様なライ
フスタイル (暮らし )が実現できることによって、住む
人も、訪れる人も、みんなが「しあわせ」を実感でき
るような地域となることを目標にしました。�

誰もが安心して、安全に暮らし続けるためには、行政
の役割も重要ですが、人と人とのつながりが大切にな
ります。地域みんなで支え合うことをまちづくりの大
きな目標とするために「ともに支え合い」と表現しま
した。�

地域に誇りを持ち、地域で活躍できる人材を育てるた
めには、地域全体で学びあうことが極めて重要です。
地域全体で考え (学び )、参加し、活動する (学びあう )
ことを「地育力」と、一人ひとりの意識や活動の高ま
りを「みんなが輝く」と表現しました。�

さまざまな産業がいきづき
地域経済が自立した元気なまち

みんなの思いでうごくまち

豊かな自然、文化をいかし
多様なライフスタイルが実現できるまち

ともに支え合い
安心、安全に暮らせるまち

ともに支え合い
安心、安全に暮らせるまち

地域で学び地域で育つ
「地育力」でみんなが輝くまち

地域で学び地域で育つ
「地育力」でみんなが輝くまち

基本目標 （基本目標に込めた想い）�

将来都市像
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政策
（白枠内は政策の目的）� 施策

多様な産業が発展できる
経済力の強いまちづくり

市民、市内滞在者が�
①すこやかに暮らせる。�
②安心して暮らし、過ごせる。�

市民、市内滞在者、市内の財産の�
①安全が確保される。�
②快適に暮らし、過ごせる。�

市民が�
①学び、学びあうことを喜
びとしてもつ。�

②豊かな心をもつ。�
③地域の担い手となる。�
④豊かな人間関係をつくる。�

事業者、経済団体、金融機
関、市民、行政が�
地域の経済自立度を高める。�

地育力による
こころ豊かな人づくり

健やかに安心して
暮らせるまちづくり

暮らしと生命を守る安全
安心で快適なまちづくり

事業者自らが実施する
パワーアップ活動

人材育成と企業、
人材誘導

地域内産業の多様な連携

乳幼児教育の充実

義務教育の充実

高等教育の充実

家庭教育の充実

共に歩む社会づくりの
推進

スポーツの振興

文化芸術の振興

学習交流活動の推進

ふるさと意識の醸成

心と体の健康づくり

医療の充実

共に支えあう
地域福祉の推進

障害者福祉の推進

高齢者福祉の推進

生活困難者の
自立及び支援

子どもを産み育てやすい
環境の充実

災害対策の推進

交通安全の推進

地域安全の推進

交通機関と道路の充実

居住基盤の向上

活気ある街づくりの推進

計画的な空間利用の推進

（施策の目的）

事業者等が、出荷額等を高める活動をする。�

地域内の従業員、地域内の企業、人材が、�
①事業活動を改善する。②企業立地、起業・就職できる。�

地域内産業が、�
多様な連携により新たな経済活動を創出する。�

乳幼児が、発達段階に応じた健全な育ちができる。�

児童・生徒 (外国籍児童、生徒を含む）が、�
生きる力（知育、徳育、体育）をつける。�

大学生、短大生、高校生、専門学校生が、�
学ぶ機会を得られる。�

子どもとその家庭が、①基本的なしつけができる。�
②公共心、社会性が育つ。③親子のコミュニケーションが図られる。�

市民が、互いに認め合い尊重される。�

市民が、①いつでも誰でもどこでも気軽にスポーツ
に親しむ。②競技力が向上する。�

市民が、①いつでも誰でもどこでも気軽に文化芸術に親しむ。�
②自己表現の機会を得られる。③文化活動を主体的に担う。�

市民が、①学びの機会を得られる。②多様なネット
ワークが広がる。③社会活動に主体的に参加する。�

市民が、�
①地域を知る。②地域を誇りに思う。�

市民が、心身ともに健康を保つ。�

医療が必要な人が、必要な医療を受けられる。�

市民が、共に日常生活を支えあう。�

支援を必要とする障害者及びその世帯が、①安心し
て地域で日常生活が送られる。②療育が受けられる。�

支援を必要とする高齢者及びその世帯が、�
安心していきいき暮らせる。�

生活に困っている人が、①課題や不安を持つ人が少
なくなる。②自立した生活を送ることができる。�

子育て世代、これから子どもを産もうとする世代が、
産み育てやすい社会環境が整う。�

市民、市内滞在者、財産について、�
災害や火災の被害が軽減される。�

市民、市内滞在者、財産について、�
交通事故の被害が軽減される。�

市民、市内滞在者、財産について、�
犯罪の被害が軽減される。�

市民、市内滞在者、財産、事業者は、�
便利で安全に移動できる。�

市民、市内滞在者、事業者について、�
生活・事業に必要な基盤が整う。�

中心市街地に、人や物が集まり活気がある。�

市内の土地、構造物、自然、地形について、�
計画に基づく利用、整備の誘導をする。�

４～５ページには、基本計画の詳細を掲載しました。「政策の目的」「施策の目的」は、それ
ぞれの政策、施策を進めることにより、「記述した状態に近づけよう」とするものです。
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第５次基本構想・基本計画（素案）にご意見を�

　
ご
意
見
を�

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

�

　
第
5
次
基
本
構
想
・
基
本
計

画
の
素
案
に
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。�

※
素
案
の
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
本
庁

舎
受
付
、
り
ん
ご
庁
舎
、
市

役
所
各
支
所
・
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
で
も
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
し
、
市
政
懇
談
会
で
も

ご
説
明
し
ま
す
。�

�

■
ご
意
見
募
集
期
間�

　
10
月
17
日
c
ま
で�

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
分

ま
で
取
り
扱
い
ま
す
。�

�

■
募
集
方
法�

　
ご
意
見
の
内
容
を
正
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

左
記
に
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
文
書
で
お
願
い

し
ま
す
。�

※
文
書
の
様
式
は
自
由
で
す
。�

ご意見・問合せ
　〒395-8501�
　飯田市大久保町2534�
　飯田市役所�
　企画課　企画調整係�
　10265（22）4511　内線2224�
　FAX 0265（53）4511�
　Eメール�
　ikikaku@city.iida.nagano.jp

施策 （施策の目的）

地域の自然・歴史・文化を
活かし続けるまちづくり

地域の自然、歴史、文化が�
活きつづける。�

地域資源の発見

地域資源の資産化

地域資産の保存継承

地域資源が、見出される。�

①見出された地域資源は、価値が顕在化され高まる。
②市民、市民以外の人に（地域資源が）認知される。�

地域資産が、保存、継承される。�

自立・連携した
地域づくり

住民組織が�
自立し互いに連携して地域
づくりを担う。�

地域情報・課題の
相互理解の推進

自立に向けた
住民組織力の向上

住民組織間の
交流・連携の推進

住民組織・地域住民・行政（市）が、�
地域の現状を共有する。�

住民組織が、地域で考え、地域で活動し役割を果た
せる組織となる。�

住民組織が、�
互いに交流連携し活動する。�

①市内の自然・環境につ
いて、豊かで美しい環
境が保たれ、活用される。�

②市民、事業者、市内滞
在者が環境に配慮した
活動をしている。�

人の営みと自然・環境が
調和したまちづくり

自然の保全

身近な自然と
生活環境の改善

環境汚染の防止

自然とのふれあいと
環境学習の推進

環境改善活動の展開

廃棄物の減量と適正処理

省エネ・新エネ活用の推進

自然が、保全、再生される。�

①居住エリアの自然　②生活環境について、�
水や緑が守られ増える。�

市内の環境が、守られている。�

市民、事業者、学校が、市内の自然・環境�
とのふれあいや学びから、環境意識が向上する。�

市民、事業者が、環境改善活動を継続的に展開する。�

①市民、事業者は、ゴミを少なくする。�
②廃棄物が、適正に処理・リサイクルされる。�

市民、事業者、滞在者が、�
環境に配慮しエネルギーを工夫して大切に使う。�

市役所、市民により�
①共に経営が行われる。�
②効率的、効果的、公正な行財
政運営が持続的に行われる。�

①市民、行政が刺激を受ける。�
②三遠南信、中京圏域が広
域的な課題を解決する。�

市民と共に進める
行政経営

交流と連携が活力を生むまちづくり交流と連携が活力を生むまちづくり

市民参画による協働の促進

情報共有の促進

良質な行政サービスの提供

効率的、効果的な
行財政運営

評価や監査による
信頼の確保

都市間交流の推進

三遠南信・中京圏の
連携推進

市役所・市民が、協働する。�

市役所・市民が、情報を共有する。�

市役所が行う行政サービスが、的確に提供される。�

市の行財政が、ムリ・ムダ・ムラがなく運営される。�

市民が、市役所を信頼している。�

市民が、①飯田市と自分に無い知識や情報に触れる。
②相手にない情報を発信する。�

市民、行政が、三遠南信、中京圏域と、�
①共通の課題を認識する。②協力し補完しあう。�

政策
（白枠内は政策の目的）�

�
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市
で
は
、
昭
和
61
年
に
飯
田
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
て
以
来
、

行
政
需
要
の
変
化
に
対
応
し
て
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
第
5
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
平
成
19

〜
23
年
度
ま
で
を
期
間
と
す
る
新
た
な
行
財
政
改
革
大
綱
の
骨
子
と
、

そ
の
実
行
計
画
で
あ
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
掲
載
項
目
案
を
、
市
民
の

皆
さ
ん
で
構
成
さ
れ
た
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
の
協
議
を
基
に
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
行
財
政
改
革
の
必
要
性�

�

　
地
方
分
権
で
自
律
的
な
自
治
体

運
営
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、人
口
減

少
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
、
多
様

化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
国
を
は
じ
め
と

し
た
行
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
が

依
然
と
し
て
厳
し
い
こ
と
か
ら
、行

政
の
継
続
的
な
改
革
が
必
要
で
す
。�

　
大
綱
の
基
本
方
針�

�

○
行
財
政
改
革
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
解
決
の
た
め
の
行

財
政
計
画
で
あ
る
こ
と�

○
行
政
と
市
民
、
地
域
、
事
業
所
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
な
ど
多
様

な
主
体
と
の
協
働
、
役
割
分

担
を
重
視
す
る
こ
と�

○
行
政
経
営
は
、
人
的
資
源
、

財
政
的
資
源
の
効
果
的
・
効

率
的
な
配
分
に
留
意
し
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

あ
げ
、
良
質
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と�

○
行
政
、
民
間
と
も
に
自
ら
の

役
割
に
誇
り
と
責
任
を
も
ち
、

相
互
に
信
頼
で
き
る
体
制
を

構
築
す
る
こ
と�

　
行
財
政
改
革
大
綱
と
は�

�

　
行
財
政
改
革
を
進
め
る
上
で
の

理
念
や
方
向
性
、
主
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。
市

は
次
期
大
綱
を
、
第
５
次
基
本
構

想
・
基
本
計
画
を
実
現
す
る
た
め

の
も
の
と
位
置
づ
け
ま
す
。（
下
図
）�

基本方針（要旨）�

　市民と行政が協働し、�
　自立した自治体経営を進める。�

○市民とともに行う自治体経営�
　情報公開と市民参加の推進�
　ボランティア団体などの育成と連携�

○信頼性が高くスリムな行政運営�
　職員資質向上、顧客志向のｻｰﾋﾞｽ�
　事務事業、施設管理運営の効率化�
　職員数・人件費の抑制�

○財政の健全化�
　歳入の確保、歳出の抑制�

 平成15年度　成果　4億4千万円�
○ハートヒル川路、久米保育園など施設の民営化・委託化�
○青少年ホーム館長の嘱託化など職員配置の見直し�
○全庁特別滞納整理で4千万円余の成果�
○行政評価システムの本格導入�

平成14年度　成果　4億6千万円�
○情報公開条例施行�
○文化会館ホール業務の委託など事務事業の見直し�
○特殊勤務手当の見直しなど給与の適正化を実施、
昇給6カ月延伸の継続など給与等の抑制�

平成16年度　成果　4億7千万円�
○部課長について職務の目標達成評価を手当に反映�
○動物園、公民館ホール業務などを委託化�
○下水道使用料、ごみ処理手数料などの改定�
○行政評価システムによる評価結果を公表�

●行財政改革大綱の位置づけ●�

第5次基本構想・基本計画

みんなの思いでうごくまち�基本目標（案）�

政策（案）� 市民と共に進める行政経営�

これを実現するための�
行財政運営の方針�

行財政改革大綱（平成19～23年度）�

大綱に基づく取り組みを�
集中的に実施するための計画�

集中改革プラン（平成19～23年度）�

現行の行財政改革大綱での取り組み（成果は14～16年度）�
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重点的に取り組む事項（抜粋）�



1月24日、行政改革推進委員会関口会長から、�
定員管理適正化について中間答申が行われました�

　
行
政
と
民
間
の
役
割
の�

　
見
直
し
・
協
働
の
促
進�

�

○
市
民
、
地
域
、
事
業
者
な
ど
、

多
様
な
主
体
の
役
割
分
担
の

明
確
化
と
、
役
割
に
沿
っ
た

目
標
設
定
・
事
務
事
業
の
構
築
、

お
よ
び
多
様
な
主
体
の
活
動

の
支
援�

�

○
計
画
策
定
段
階
、
事
業
実
施

段
階
に
お
け
る
市
民
参
画
の

範
囲
や
内
容
な
ど
の
拡
大�

�

○
情
報
公
開
の
推
進�

　
効
率
的
、
効
果
的
な�

　
行
財
政
運
営�

�

○
財
政
の
健
全
化�

　
歳
入
の
確
保
、
歳
出
の
抑
制
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化�

○
施
設
管
理
の
効
率
化
、
施
設

の
統
廃
合�

�

○
職
員
数
、
人
件
費
の
抑
制�

�

○
ス
リ
ム
で
効
果
的
か
つ
基
本

構
想
・
基
本
計
画
の
実
現
に

効
果
的
な
組
織
の
実
現�

　
公
正
公
平
で
良
質
な�

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供�

�

○
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

事
務
事
業
の
選
択
と
質
の
向

上�
�

○
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、

電
子
自
治
体
な
ど
へ
の
取
り

組
み�

�

○
目
標
管
理
な
ど
人
事
評
価
制

度
の
充
実
に
よ
る
職
員
の
資

質
向
上�

�

○
職
員
の
能
力
、
実
績
を
よ
り

重
視
し
た
処
遇
の
実
現�

�

○
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
、
職
員
の

責
任
と
主
体
性
が
発
揮
さ
れ

る
機
構
の
実
現�

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
は�

�

　
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く

具
体
的
な
取
り
組
み
を
集
中
的

に
実
施
す
る
た
め
の
行
動
計
画

で
す
。
総
務
省
は
、
全
国
の
自

治
体
に
公
表
を
要
請
し
て
い
ま
す
。�

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
掲
載
項
目�

�

○
事
務
事
業
の
再
編
整
理�

　
事
務
事
業
（
市
役
所
の
業
務
）

を
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ

り
毎
年
度
見
直
し
、
再
編
整

理
を
行
い
ま
す
。�
�

○
民
間
委
託
等
の
推
進�

　
市
有
施
設
に
つ
い
て
は
、
廃
止
、

民
営
化
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
な
ど
を
進
め
ま
す
。�

○
定
員
管
理
の
適
正
化�

　
第
５
次
定
員
適
正
化
計
画
〈
☆

１
〉
に
よ
り
職
員
数
の
純
減

を
図
り
ま
す
。�
�

○
給
与
等
の
適
正
化�

　
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

適
正
な
運
用
、
手
当
の
見
直

し
な
ど
を
進
め
ま
す
。�

�

○
第
三
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し�

　
市
が
主
な
出
資
者
で
あ
る
第

三
セ
ク
タ
ー
へ
の
市
の
関
わ

り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
進

め
ま
す
。�

�

○
経
費
節
減
等
の
財
政
効
果�

　
歳
入
確
保
、
経
費
節
減
〈
☆
２
〉

を
計
画
し
実
施
し
ま
す
。�

定員適正化計画�〈☆１〉�

平成17年10月1日�
（合併時）�

職員数　1,001人�

平成22年4月1日� 職員数　　951人�

※普通・特別会計の合計。市立病院の医療職等を除く。�
※普通会計のみの数値　Ｈ17　758人→Ｈ22　720人�

市税等収納率の向上�

遊休資産の売却�

※内容は現在検討中の項目の一部�
※金額は17年度決算に対する19～23年度の効果額合計�

6,900万円増�
6,500万円増�

各種用紙の削減など事務改善�

コピー機一括契約、庁用車削減�
など事務効率化�

定員適正化による給与費削減�

1,400万円減�
8,500万円減�

4億6,000万円減�

　
ご
意
見
を�

　
お
寄
せ
く
だ
さ
い�

　
飯
田
市
行
財
政
改
革
大
綱
の

素
案
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

基
に
検
討
を
重
ね
、
大
綱
・
プ

ラ
ン
を
作
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

※
大
綱
・
プ
ラ
ン
（
案
）
の
内

容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
し
、
市

政
懇
談
会
で
も
説
明
し
ま
す
。�

�

○
ご
意
見
募
集
期
間�

　
10
月
17
日
（火）
ま
で�

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
分

ま
で
取
り
扱
い
ま
す
。�

�

○
募
集
方
法�

　
ご
意
見
の
内
容
を
正
確
に
把

握
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

左
記
に
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
文
書
で
お
願
い

し
ま
す
。�

※
文
書
の
様
式
は
自
由
で
す
。�

ご意見・問合せ�
　〒395-8501�
　飯田市大久保町2534�
　飯田市役所�
　企画課　行財政改革推進係�
　10265（22）4511　内線2223�
　FAX 0265（53）4511�
　Eメール�
　ikikaku@city.iida.nagano.jp

　
評
価
や
監
査
に
よ
る�

　
信
頼
の
確
保�

�

○
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

内
部
評
価
を
市
民
評
価
へ
と

展
開�

�

○
監
査
内
容
の
充
実�

�

○
行
政
評
価
結
果
、
監
査
結
果

の
公
開�

（5％削減）�

　　歳入確保・経費節減（普通会計）�〈☆２〉�

歳入確保�

経費節減�

　
大
綱
の
基
本
方
針
実
現
の

た
め
に
重
点
的
に
取
り
組

む
主
な
事
項�

� 2006.9.1［広報いいだ］�



［広報いいだ］2006.9.1��［広報いいだ］2006.9.1��

むすび座「西遊記」むすび座「西遊記」

オープニングセレモニーオープニングセレモニー

ウインドー人形展ウインドー人形展
わいわいパレードわいわいパレード

人形たちとのふれあい人形たちとのふれあい

ボランティアの活躍ボランティアの活躍

丸小ピッカ劇団「三びきの子ぶた」丸小ピッカ劇団「三びきの子ぶた」



� 2006.9.1［広報いいだ］�� 2006.9.1［広報いいだ］�

飯田を彩る人形劇フェスタ、飯田まつり
笑顔と歓声に包まれた４日間
今年もまた、熱い夏がやってきた

りんごんりんごんふれあいアップルタウンふれあいアップルタウン

テアトル・シテ「カーールソン」テアトル・シテ「カーールソン」

プーク「エルマーとプーク「エルマーと16ぴきのりゅう」ぴきのりゅう」プーク「エルマーと16ぴきのりゅう」

千代っ子パラダイス「したきりすずめ」千代っ子パラダイス「したきりすずめ」

りんごんりんごん
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肺
が
ん
Ｃ
Ｔ
検
診�

　
日
本
で
は
、
肺
が
ん
で
お
亡

く
な
り
に
な
る
方
が
現
在
年
間

約
5
万
9
千
人
で
、
男
性
の
が

ん
死
亡
原
因
の
１
位
、
女
性
の

3
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
肺
が

ん
は
、
診
断
さ
れ
た
時
点
で
7

割
が
す
で
に
根
治
手
術
不
可
能

な
進
行
が
ん
で
あ
り
、
い
か
に

「
治
せ
る
」
段
階
で
発
見
で
き
る

か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
肺
が
ん
検
診
と
い
え
ば
単
純

Ｘ
線
が
一
般
的
で
し
た
が
、
最

近
は
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
使
っ
た

検
診
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
Ｃ
Ｔ
は
身
体
の

断
層
面
の
画
像
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
単
純
Ｘ
線
だ
と

心
臓
・
血
管
な
ど
に
隠
れ
て
し

ま
う
場
所
の
肺
が
ん
も
発
見
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
非

常
に
小
さ
く
単
純
Ｘ
線
に
は
写

ら
な
い
、
数
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

肺
が
ん
も
発
見
が
可
能
で
す
。

小
さ
い
う
ち
に
み
つ
か
る
肺
が

ん
ほ
ど
「
治
せ
る
」
確
率
が
高

い
こ
と
は
、
ご
想
像
い
た
だ
け

る
か
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ｔ
検
診

は
、
一
部
自
治
体
で
は
肺
が
ん

検
診
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
ド
ッ
ク
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
と
こ
ろ
で
、
Ｃ
Ｔ
検
診
で
み

つ
か
る
小
さ
な
結
節
（
塊
、
は

れ
も
の
）
が
す
べ
て
肺
が
ん
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
昔
の
炎
症
の
瘢
痕

（
は
ん
こ
ん
）、
肺
内
リ
ン
パ
節

な
ど
と
い
っ
た
良
性
結
節
の
方

が
圧
倒
的
に
多
い
の
で
す
。「
知

ら
な
け
れ
ば
そ
れ
で
済
ん
だ
の

に
」
と
い
う
よ
う
な
、
問
題
の

な
い
も
の
も
み
つ
か
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
結
節
が
小
さ
く
て
特
徴

的
な
所
見
が
少
な
い
場
合
、
良

性
結
節
と
肺
が
ん
の
区
別
は
難

し
く
、
専
門
医
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
従
い
、
期
間
を
お
い
て
再
度

Ｃ
Ｔ
に
よ
る
検
査
が
必
要
と
な

り
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し
て
Ｃ

Ｔ
検
診
で
の
肺
が
ん
の
発
見
率

は
単
純
Ｘ
線
の
検
診
に
く
ら
べ

て
約
2
倍
で
、
し
か
も
Ⅰ
期
と

呼
ば
れ
る
比
較
的
早
い
段
階
の

肺
が
ん
が
7
〜
8
割
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｔ
検
診
に
よ
り
「
治
せ

る
」
肺
が
ん
の
発
見
が
増
え
て

い
る
こ
と
は
確
か
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。�

市立病院　呼吸器外科�
牧内  明 子  医師�

　
今
年
も
「
り
ん
ご
並
木
と

人
形
劇
の
街
い
い
だ
」
の
象

徴
的
イ
ベ
ン
ト
、「
人
形
劇�

フ
ェ
ス
タ
」
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
に
は

海
外
か
ら
も
多
く
の
劇
人
が

集
ま
る
の
で
、
単
な
る
飯
田

の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
ま
さ
に
「
小
さ

な
国
際
都
市
」
に
ふ
さ
わ
し

い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り

定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。�

　
私
自
身
、
転
勤
族
だ
っ
た

頃
か
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
合

わ
せ
て
帰
省
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
友
人
を
飯
田
に
招
い
た
り
、

知
り
合
い
の
劇
人
の
公
演
を

手
伝
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

90
年
代
初
め
に
は
、
当
時
国

連
の
研
究
員
と
し
て
名
古
屋

に
在
住
し
て
い
た
モ
ン
テ
・

カ
セ
ム
さ
ん
一
家
を
お
招
き

し
ま
し
た
が
、
ジ
ャ
パ
ン
・
タ

イ
ム
ズ
の
記
者
を
さ
れ
て
い

た
奥
様
の
ジ
ュ
リ
ア
さ
ん
が
飯

田
の
人
形
劇
を
す
っ
か
り
気

に
入
り
、
か
な
り
の
紙
面
を

割
い
て
く
れ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。�

　
そ
れ
か
ら
15
年
の
時
を
経

て
、
モ
ン
テ
・
カ
セ
ム
さ
ん
は

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
Ａ

Ｐ
Ｕ
）
の
学
長
に
就
任
さ
れ
、

昨
年
7
月
に
飯
田
市
と
友
好

交
流
協
定
を
締
結
、こ
の
8

月
に
は
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
8
名

を
フ
ェ
ス
タ
に
合
わ
せ
て
地
域

の
調
査
研
究
に
送
り
込
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
次
代
を
に
な

う
若
者
た
ち
に
も
人
形
劇
で

盛
り
上
が
る
飯
田
は
魅
力
的

に
映
っ
た
よ
う
で
、
調
査
研

究
の
中
間
発
表
も
大
変
意
欲

的
な
も
の
で
し
た
。�

そ
の
21
　�

TEL.0265-21-1255

TEL.0265-22-5060

世
代
を
超
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を�

形
成
す
る
地
域
文
化�

�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
私
の
夢
は
、
保
育
士
に
な
る
こ
と
で
す
。�

　
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
私
は
小
さ
い
子
と
遊
ぶ
の
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。
小
さ
い
子
と
遊
ん
で
い
た
り
す
る
と
、
気
持
ち

が
お
だ
や
か
に
な
り
ま
す
。�

　
だ
か
ら
私
は
、
保
育
士
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
は
、

高
れ
い
化
が
進
ん
で
い
て
、
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
で
も
、
保
育
士
に
な
っ
て
も
、
な
ら
な
く
て
も
、

子
ど
も
た
ち
と
は
、
た
く
さ
ん
ふ
れ
あ
い
た
い
で
す
。
保
育
士

に
な
っ
た
ら
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
と
遊
び
た
い
で
す
。�

保
育
士
に

な
り
た
い

アップルサンタ�

木下利春さん�

まちづくりへの提言�

　僕は、飯田市に生まれ、育ち、生活

しています。消防団や青年会など、地

域の活動には比較的参加している方だ

と思います。僕は、このまちが大好き

です。

　その中で、「まちづくりへの提言」

みたいな立派なものではありません

が、僕が普段感じていることは、若い世代が地域から離れて

しまい、まちが淋しくなってきていることです。人にはそれ

ぞれの事情があるので仕方がない面もありますが、一人ひと

りが地域を大切に思い、地域への恩返しの心を持って行事な

どに積極的に参加していくことが大切です。

　そうすれば、地域もより活性化して新しい世代も心地よく

生活でき、みんなに愛されるまちになっていくと思います。

井伊徹男さん（橋南）�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

まる�やま�み�おり�

丸山未織 さん�
（松尾小6年）�

先月の下井早苗 さん（上郷）からのリレー�きの�した� はる�とし�

い�い� お�てつ�

生きる力の郷づくり�

　「アップルサンタ」の団体名は、飯
田で収穫したりんごを関東の児童養護
施設にプレゼントしようという企画か
ら名付けたものです。�
　飯田や関東の若者たちの社会参加
と、それを支援する活動が目的で、
2003年に公民館活動として生まれまし
た。メンバーは約80人。関東中心の20
～30代の学生や社会人と、それを受け
入れる上久堅、長野原、山本、南信
濃、時又など地元の有志で構成されて
います。�

　飯田では、ソバやトウモロコシの栽
培、サマーキャンプ、ホームステイ、
りんごの収穫を行ない、関東では、児
童養護施設や路上生活者の支援グルー
プとの交流をしています。特にキャン
プとホームステイは、子どもたちが楽
しみに待っていてくれます。�
　社会的に何らかのハンディキャップ
を持つ人たちとの心の交流は、参加す
る人も受け入れる人も、双方が自分に
とって大切であることを実感できま
す。参加人数や経済効果にこだわらず
「中身のある交流を大切に」をモッ
トーに活動しています。飯田の子ども
たちとも交流したいと思っています。
活動に参加したい方、是非ご協力を。�

遠山川で川遊び�遠山川で川遊び�
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月
は�

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間�

お
寄
せ
く
だ
さ
い�

家
庭
の
エ
コ
ア
イ
デ
ア�

家
屋
調
査
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

統
計
調
査
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

１０�

観
光
課
事
務
所
移
転�

銀座�
３・４丁目�

市営本町駐車場�

トップヒルズ本町
（りんご庁舎）�

橋南第二地区再開発ビル�

り
ん
ご
並
木�

１階�

通り町�
１・２丁目�

�������

　
税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
税

の
適
正
な
課
税
の
た
め
家
屋
の

状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
次
に
該
当
す
る
建
物
を
所
有

し
て
い
る
（
し
て
い
た
）
方
は
、

税
務
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
後
日
、
税
務
課
職
員
が
調

査
に
お
伺
い
し
ま
す
。�

▼
調
査
対
象
の
建
物�

○
今
年
新
築
、
増
築
、
改
築
、

　
あ
る
い
は
取
り
壊
し
た
建
物�

　（
一
部
取
り
壊
し
を
含
む
）�

○
店
舗
か
ら
住
宅
な
ど
へ
用
途�

　
を
変
更
し
た
建
物�

▼
連
絡
・
問
合
せ�

　
税
務
課
　
資
産
税
家
屋
係
　�

　
内
線
５
１
７
５�

���

　
１０
月
２
日
b
か
ら
観
光
課
は
、

本
町
１
丁
目
の
橋
南
第
二
地
区

再
開
発
ビ
ル
１
階
に
事
務
所
を

移
し
ま
す
。�

　
業
務
内
容
は
、
従
来
ま
で
の�

����

観
光
振
興
全
般
に
加
え
て
、
ま

ち
な
か
観
光
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
機
能
も
備
え

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は

観
光
企
画
な
ど
も
充
実
し
て
い

き
ま
す
。�

▼
移
転
先
住
所�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目�

▼
問
合
せ
　
観
光
課�

○
９
月
２９
日
ま
で�

　
内
線
３
６
１
３�

○
１０
月
２
日
か
ら�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）４
８
５
１�

※
市
役
所
代
表
番
号
に
お
か
け

　
に
な
る
時
は
内
線
４
６
６
１�

�

�������

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
環

境
を
考
え
て
実
践
し
て
い
る
エ

コ
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法�

　
ア
イ
デ
ア
の
タ
イ
ト
ル
、
内

　
容
、住
所
、氏
名
、電
話
番
号

　
を
明
記
の
上
、郵
送
、Ｅ
メ
ー

　
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ

　
さ
い
。�

▼
応
募
締
切�

　
９
月
２２
日
f�

※
応
募
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、�

　「
生
活
と
環
境
ま
つ
り
２
０
０
６
」

　
に
展
示
し
、
大
賞
を
決
定
し

　
ま
す
。
ま
た
、
抽
選
で
エ
コ

　
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。�

▼
応
募
・
問
合
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係�

　
内
線
５
２
４
９�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
２
）４
６
７
３�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　ikankyou@
city.iida.nagano.jp

���������������������

　
10�
月
１
日
a
に
、
平
成
18�
年

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全

国
す
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
が

対
象
で
す
。�

※
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が�

　
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、調
査
票

　
の
記
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
情
報
推
進
課
　
統
計
担
当�

　
内
線
２
２
４
３�

�����������

　
市
で
は
、
１０
月
を
「
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」
と
し
、
市

民
・
事
業
所
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
の
実
践
や

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど

に
よ
る
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
削

減
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。�

　
今
回
か
ら
家
族
ぐ
る
み
で
取

り
組
め
る
よ
う
「
わ
が
家
の
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

用
意
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
活
動
に
参
加
い
た
だ
い
た�

ご
家
族
に
は
「
参
加
証
」
を
差

し
上
げ
ま
す
。�

※
活
動
に
よ
り
削
減
さ
れ
た
二

　
酸
化
炭
素
量
や
参
加
人
数
な

　
ど
を
公
表
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
産
業
振
興
支
援
室�

　
内
線
３
６
２
１�
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10265（22）4511

適
切
な
排
水
に�

ご
配
意
を�

飯
田
市
国
民
健
康
保
険�

ご
加
入
の
方
へ�

い
い
だ
食
の
文
化
祭�

9月の納税

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

税目�

納期�

国民健康保険税(9月分)

10月2日(月)

���
　
家
庭
、
事
業
所
か
ら
の
排
水

が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
、

周
辺
や
下
流
の
悪
臭
・
水
質
汚

濁
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
ご
配

意
を
お
願
い
し
ま
す
。�

○
下
水
道
接
続
が
可
能
な
区
域

　
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続�

○
下
水
道
接
続
が
不
可
能
な
区

　
域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

　
の
設
置
（
市
の
補
助
金
制
度

　
が
あ
り
ま
す
）�

○
右
の
２
つ
が
難
し
い
家
庭
ま

　
た
は
事
業
所
で
は
、
し
尿
以

　
外
の
排
水
を
処
理
す
る
た
め

　
の
簡
易
浄
化
槽（
沈
殿
槽
）の

　
設
置�

○
簡
易
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

　
る
と
こ
ろ
で
は
、
適
切
な
簡

　
易
浄
化
槽
の
管
理
（
３
カ
月

　
に
１
回
程
度
の
汚
泥
の
く
み

　
取
り
が
必
要
）�

▼
問
合
せ�

○
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽�

　
下
水
道
課
　
排
水
設
備
係
　

　
内
線
５
２
８
９�

○
簡
易
浄
化
槽
の
管
理�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係�

　
内
線
５
２
４
９�

���

　
飯
田
・
下
伊
那
地
域
で
は
、

家
庭
の
中
で
豊
か
な
食
文
化
が

受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
食
文
化
を
守
っ
て
い
く
た
め
、

「
い
い
だ
食
の
文
化
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。�

▼
日
時�

　
１０
月
１４
日
g�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時�

▼
場
所�

　
Ｊ
Ａ
生
産
部
大
会
議
室
（
鼎

　
東
鼎
　
み
ど
り
の
広
場
内
）�

▼
内
容�

○
展
示�

　「
我
が
家
の
家
庭
料
理
」�

　
「
米
作
り
に
ま
つ
わ
る
行
事  

　
食
」�

○
ち
び
っ
こ
体
験
コ
ー
ナ
ー�

　「
お
に
ぎ
り
作
り
」�

・
時
間
　
午
前
１１
時
〜
正
午�

○
講
演
会�

・
時
間�

　
午
後
１
時
〜
２
時
３０
分�

・
講
師
　
横
山
タ
カ
子
氏�

　（
料
理
研
究
家
）�

▼
「
我
が
家
の
家
庭
料
理
」
出

　
品
料
理
募
集�

○
応
募
方
法�

　
農
業
課
に
用
意
し
て
あ
る
出�

　
品
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記

　
入
し
提
出
す
る
。�

※
料
理
は
当
日
の
朝
持
ち
込
み
。�

○
応
募
締
切
　
９
月
２９
日
f�

▼
応
募
・
問
合
せ�

　
農
業
課
　
農
村
振
興
係�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７�

���

　
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）は
、
９
月
３０
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。�

　
新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下

旬
ま
で
に
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
よ
う
郵
送
し
ま
す
。
保
険

証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
古
い
保
険
証
は
、
各

ご
家
庭
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
保
健
課
　
国
保
係�

　
内
線
５
５
２
３�

�

　「21’いいだ環境プラン」では、平成22年度において、
市の施設における庁用車両の35％程度の低公害車の導入
を目指しています。平成16年度には全庁用車両337台の
うち、40台がハイブリッド車または低排出ガス車となっ
ています。�
　市では、温室効果ガス総排出量を減らすため、車両を
更新する時は必要度を再検討し、最新の燃費基準達成車
や低排出ガス車への切り替えを進めています。�

平成17年度「環境レポート」から、今回は「温暖化防止について」を先月号に引き続いて報告します。�

　平成9年度に運行を始めた市民バスは、路線見直し、
ダイヤ改正や乗り継割引などを行い、利便性を向上させ、
利用促進を図っています。�
　ノーマイカー通勤運動の呼びかけや市民バス利用の広報活動などにより、平成16年度の市民
バス利用者数は前年度より1万5千人余り増加し、前年比120％となっています。�

※10月は「エコドライブ推進月間」です。通勤、買い物時
　などは徒歩、自転車、公共交通機関の利用に努めましょう。� ■問合せ　環境課　環境政策係�

　10265（22）4511　内線5246
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〜
　
歳
の
方
の�

福
祉
医
療
費
給
付
制
度�

動物園の休園日�

■問合せ 動物園�
10265（22）0416

9月 4 日b◆11日b�
   ◆13日d◆19日c�
◆25日b

国民健康保険の加入・脱退の届出は14日以内に！国民健康保険の加入・脱退の届出は14日以内に！
★退職された場合は、�
　必ず、いずれかの手続きが必要です。�

退職日から 14 日以内に市
役所国保係、各支所・自治
振興センター、りんご庁舎
市民証明コーナーに国保加
入の届出をしてください。�

家族の勤務先または加入し
ている健康保険組合等にお
問い合わせください。�

一定の条件を満たせば、引き
続きその保険に加入できます。
（手続きは20日以内）詳細は
加入していた健康保険組合等
にお問い合わせください。�

▼届出に必要なもの�
○勤務先の健康保険をやめた証明書（退職証明書等）�
○国保の保険証（世帯に国保加入者がいる方）�
○年金手帳（20歳以上60歳未満の方）�
○年金証書（厚生年金や共済年金を受けられる75歳未満の方）�

▼加入の届出が遅れると･ ･ ･�
○健康保険証がないため、その間の医療費は全額自己負担に
なります。�
○国民健康保険税は、加入の届出をした月からではなく、資
格を得た月の分から納めていただきます。届出が遅れると、
加入した月までさかのぼって保険税を納めていただくこと
になります。�

■問合せ　保健課　国保係　 10265（22）4511　内線5523

　勤務先の健康保険などに加入した
ときは、14日以内に市役所国保係、
各支所・自治振興センター、りんご
庁舎市民証明コーナーに脱退の届出
をしてください。�

退職�

国民健康保険に加入する�
退職した会社の健康保険に�
引き続き加入する�

家族が加入している�
健康保険の被扶養者になる�

国保をやめる届出もお忘れなく�

※健康保険に加入していますか？�
　ほかの保険と重複して加入していませんか？�
　お手元の保険証を今一度ご確認ください�

▼届出に必要なもの�
○国保の保険証�
○職場の健康保険証�
▼脱退の届出が遅れると･ ･ ･�
○国保の保険証を使って受診してし
まった場合は、国保が負担した医
療費はあとで返還していただきます。�

○国保とほかの健康保険との資格が
重複し、保険料も二重になってし
まいます。�

　
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
市
役
所
各

　
支
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
保
健
課
　
医
療
給
付
係�

　
内
線
５
５
２
５�

���

▼
対
象�

　
園
児
、
小
・
中
学
生�

▼
日
時�

　
９
月
１０
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

※
雨
天
の
場
合
は
１７
日
a
に
延

　
期
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
動
物
園�

▼
画
材�

　
自
由
（
油
絵
は
除
く
）�

※
当
日
配
布
す
る
４
つ
切
り
画

　
用
紙
を
使
用
、
写
生
用
具
は

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
そ
の
他�

　
作
品
に
は
住
所
、氏
名
、年
齢
、

　
園
・
学
校
名
、学
年
を
明
記
し

　
て
く
だ
さ
い
。�

※
事
前
の
申
込
み
は
必
要
あ
り

　
ま
せ
ん
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

　
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
動
物
園�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
４
１
６�

���
　
福
祉
医
療
費
給
付
制
度
は
、

医
療
機
関
で
の
本
人
負
担
金
の

一
部
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。�

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定

さ
れ
る
と
福
祉
医
療
費
受
給
者

証
が
交
付
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、

福
祉
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
対
象�

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す

　
る
６６
〜
６９
歳
の
方�

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
と
は
、

　
世
帯
内
全
員
に
市
民
税
が
課

　
せ
ら
れ
て
い
な
い
世
帯
で
す
。�

▼
申
請
方
法�

　
保
険
証
と
振
込
口
座
が
分
か

　
る
も
の
を
持
参
し
、保
健
課
医

　
療
給
付
係
、り
ん
ご
庁
舎
市
民�

動
物
園
秋
の
写
生
大
会�

６６�

６９�
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お
い
で
な
ん
し
ょ
寄
席�

花
形
新
進
落
語
会�

文
化
会
館
ホ
ー
ル�

使
用
申
込
受
付
変
更�

歴
史
研
究
所�

年
報
4
号
発
刊�

一
般
求
職
者�

就
職
面
接
会�

三
市
合
同
企
画
第
五
十
一
回�

浦
川
歌
舞
伎
（
浜
松
市
佐
久
間
町
）�

横
尾
歌
舞
伎
（
浜
松
市
引
佐
町
）�

○
期
日
�

　
９
月
23
日
-
�

○
場
所
�

　
浦
川
キ
ャ
ン
プ
場
仮
設
舞
台
「
旭

　
座
」（
佐
久
間
町
浦
川
）�

○
演
目
�

　
白
波
五
人
男
　
稲
瀬
川
勢
揃
い

　
の
場
、
身
替
座
禅
な
ど
�

■
問
合
せ�

　
佐
久
間
総
合
事
務
所
　
総
務
課
　

　
1
０
５
３
９
（
６
６
）
０
０
０
１�

　
江
戸
時
代
か
ら
2
0
0
年
以
上
に

わ
た
り
伝
承
さ
れ
て
い
る
農
村
歌
舞

伎
で
す
。
出
演
者
か
ら
裏
方
ま
で
す

べ
て
地
元
の
人
た
ち
の
手
で
行
わ
れ

ま
す
。�

○
期
日
�

　
10
月
14
日
g
、
15
日
a
�

○
場
所
�

　
東
四
村
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

　
ン
タ
ー
「
開
明
座
」（
引
佐
町
横
尾
）�

○
演
目
�

　
寿
式
三
番
叟
　
宝
の
入
船
、�

　
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
　
七
段
目
　
一
力
茶
屋
の
場
な
ど
�

■
問
合
せ
　
引
佐
総
合
事
務
所
　
産
業
振
興
課�

　
1
０
５
３
（
５
４
２
）
１
１
１
３�

　
遠
州
地
域
に
は
多
く
の
郷
土
芸
能
文
化
が
今
も
伝
承
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
秋
に
行
わ
れ
る
歌
舞
伎
は
地
域
の
歌
舞
伎

保
存
会
な
ど
に
よ
っ
て
本
格
的
な
公
演
が
行
わ
れ
ま
す
。�

　
江
戸
時
代
（
安
政
５
年
）
浦
川
公
演
の
舞
台
上
で
歌
舞
伎
を

演
じ
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
、
４
代
目
尾
上
栄
三
郎
を
し
の
ん
で

毎
年
９
月
第
４
土
曜
日
に
保
存
会
に
よ
っ
て
歌
舞
伎
の
公
演

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

し
ら
な
み
ご
に
ん
お
と
こ
�

い
ね
せ
が
わ
せ
い
ぞ
ろ
い
�

の
ば
�

み
が
わ
り
ざ
ぜ
ん
�

こ
と
ぶ
き
し
き
さ
ん
ば
そ
う
�

た
か
ら
の
い
り
ふ
ね
�

か
な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら
�

し
ち
だ
ん
め
�

い
ち
り
き
ち
ゃ
や
の
ば
�

��� 

柳
家
一
門
精
鋭
四
人
衆
に
よ

る
「
こ
っ
け
い
落
語
集
」
の
公
演

を
行
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
１６
日
b�

　
午
後
６
時
３０
分
開
演�

▼
場
所
　
飯
田
市
公
民
館�

▼
出
演�

　
柳
家
権
太
楼
、
柳
家
は
ん
治
、

　
柳
家
喬
太
郎
、
入
船
亭
扇
治�

▼
チ
ケ
ッ
ト
　
３
、
５
０
０
円�

▼
問
合
せ
　
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

���

　
文
化
会
館
の
使
用
申
込
は
、

６
カ
月
前
か
ら
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
が
、
ホ
ー
ル
の
使
用
申

込
に
限
り
、
次
の
条
件
を
す
べ

て
満
た
す
場
合
に
は
、
１
年
前

か
ら
受
け
付
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。�

▼
申
込
条
件�

○
飯
田
・
下
伊
那
地
域
の
市
民  

　
団
体
が
幹
事
と
な
っ
て
開
催

　
す
る
全
県
レ
ベ
ル
以
上
の
市

　
町
村
持
ち
回
り
の
大
会
な
ど

　
で
あ
る
こ
と�

○
非
営
利
の
催
し
で
あ
る
こ
と�

○
開
催
日
が
確
定
し
て
お
り
、

　
変
更
が
な
い
こ
と�

○
催
し
の
規
模
に
よ
り
市
内
に

　
代
替
施
設
が
な
い
こ
と�

※
ホ
ー
ル
の
空
き
状
況
な
ど
、

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
　
文
化
会
館�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）３
５
５
２�

���
　
「
飯
田
市
歴
史
研
究
所
　
年

報
４
号
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。�

　
地
域
史
研
究
の
成
果
を
多
数

収
録
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
求

め
く
だ
さ
い
。�

▼
主
な
内
容�

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
記
録�

　「
古
島
敏
雄
の
人
と
学
問
」�

○
論
文�

・
近
世
後
期
嶋
田
村
に
お
け
る

　
地
主
手
作
の
諸
条
件�

　
―
「
農
業
雑
記
」
に
み
る
森

　
本
家
の
稲
作
―�

・
両
大
戦
間
期
の
第
百
十
七
銀

　
行�

○
小
特
集
・
地
域
論
の
現
在�

・「
単
位
地
域
」
に
つ
い
て�

・
文
化
・
権
力
・
地
域�

　
―
東
ア
ジ
ア
地
域
主
義
の

　
新
た
な
展
望
―�

○
歴
史
的
建
造
物
調
査�

　
福
島
家
住
宅
、脇
坂
門
、川
路

　
八
区
諏
訪
社
、代
田
家
住
宅�

○
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー�

・
女
性
の
生
き
方
を
学
び
な
が

　
ら�

　
―
北
沢
美
枝
さ
ん
に
聞
く
―�

▼
定
価�

　
１
、
３
０
０
円
（
税
込
）�

▼
体
裁�

　
Ｂ
５
判
、
２
１
８
ペ
ー
ジ�

▼
販
売
所�

　
歴
史
研
究
所
、
市
役
所
行
政

　
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
飯
田
市
内

　
書
店�

▼
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���
▼
対
象�

　
新
規
学
卒
者
を
除
く
求
職
者�

▼
日
時�

　
９
月
２２
日
f�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時�

▼
場
所�

　
シ
ル
ク
プ
ラ
ザ
（
育
良
町
）�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
田�

　
1
０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９�
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平成18年10月から平成18年10月から 国保と老人保健が変わります国保と老人保健が変わります

　被保険者が出産したときに受けられる出
産育児一時金の支給額が引き上げられます。�

出産育児一時金が変わります�出産育児一時金が変わります�

■申請・問合せ　○国民健康保険について　保健課　国保係　　　10265（22）4511　内線5522�
　　　　　　　　○老人保健について　　　保健課　医療給付係　10265（22）4511　内線5525

現金給付の見直し現金給付の見直し

平成18年９月30日まで�

1児につき　300,000円�

平成18年10月1日から�

1児につき　350,000円�

　同じ人が同じ月内に、同一医療機関に支払った自己負担額の合計額が高額になった場合、申請をして
認められると、自己負担限度額を超えた分は高額療養費として支給されます。70歳未満の方は下表のよ
うに自己負担限度額が一部引き上げられます。�

高額療養費の自己負担限度額が変わります�高額療養費の自己負担限度額が変わります�
70歳未満の方70歳未満の方

平成18年9月30日までの自己負担限度額�

区分�

住民税�
非課税世帯�

３回目まで� ４回目以降�

上位所得者�

一般�

139,800円＋�
（医療費ー466,000円）×１％�

72,300円＋�
（医療費ー241,000円）×１％�

35,400円�

77,700円�

40,200円�

24,600円�

平成18年10月1日からの自己負担限度額�

区分�

住民税�
非課税世帯�

３回目まで�

上位所得者�

一般�

150,000円＋�
（医療費ー500,000円）×１％�

80,100円＋�
（医療費ー267,000円）×１％�

35,400円�

83,400円�

44,400円�

24,600円�

　高額の治療を長期間継続して行う必要がある疾病の場合、１カ月の自己負担額は1万円までとされて
いましたが、慢性腎不全で人工透析を要する上位所得者（※１）については自己負担限度額が1万円か
ら2万円に引き上げられます。�

人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額が変わります�人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額が変わります�

�

一定以上の所得がある方の自己負担
割合が変わります�
一定以上の所得がある方の自己負担
割合が変わります�

70歳以上の方（65歳以上老人保健該当者含む）70歳以上の方（65歳以上老人保健該当者含む）70歳以上の方（65歳以上老人保健該当者含む）

　同じ人が同じ月内に、同一医療機関に支払った自己負担額の合計額が高額になった場合、申請をして
認められると、自己負担限度額を超えた分は高額療養費（高額医療費）として支給されます。70歳以上
または老人保健で医療を受ける方は下表のように自己負担限度額が一部引き上げられます。�

高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わります�高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わります�

平成18年9月30日までの自己負担限度額�

区分�

低所得Ⅱ�

外来�
（個人負担）�

外来+入院�
（世帯単位）�

一定以上�
所得者�

一般� 一般�

72,300円＋�
（医療費ー361,500円）×１％�
（４回目以降の場合は40,200円）�

8,000円�

40,200円�

12,000円�

24,600円�

40,200円�

15,000円�低所得Ⅰ�

平成18年10月1日からの自己負担限度額�

区分�
外来�

（個人負担）�
外来+入院�
（世帯単位）�
80,100円＋�

（医療費ー267,000円）×１％�
（４回目以降の場合は44,400円）�

8,000円�

44,400円�

12,000円�

24,600円�

44,400円�

15,000円�

療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担が変わります�療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担が変わります�
平成18年9月30日まで�

食材料費相当を負担　24,000円�

平成18年10月1日から�

食費42,000円、居住費10,000円�

平成18年9月30日まで�

2　割�

平成18年10月1日から�

3　割�

※１�

※１　国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除後の総所得金額が600万円を超える世帯（平成18年９月30日までは670万円）�

※２�
４回目以降�

※２　過去12カ月間に、１つの世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額。�

※３�

※３　医療費の総額（10割）�

※１�

※２�

※３�

低所得Ⅱ�

一定以上�
所得者�

低所得Ⅰ�

※４�

※１　市民税課税標準額が145万円以上の高齢受給者や老人保健該当者がいる世帯。�

※２　世帯員全員が市民税非課税の世帯の方。�
※３　世帯員全員が市民税非課税で、その世帯員全員の所得が一定基準以下の方。�
※４　医療受給者証に、自己負担限度額「一般」適用の記載がある方は、下段の一般と同じ限度額（44,400円）になります。�

所得の低い方などは、負担が軽減されるしくみがあります。�
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飯
田
市
奨
学
生
�

外
国
人
健
診
�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
�

生
活
と
環
境
ま
つ
り
に
�

出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
�

雇
用
促
進
住
宅
入
居
者
�

　
困
難
と
認
め
ら
れ
る
方
。�

▼
貸
与
額�

○
大
学
生
　
月
額
２
万
円�

○
高
校
生
　
月
額
１
万
円�

※
年
額
を
２
回
に
分
け
て
貸
与

　
し
ま
す
。（
今
回
は
半
年
分
の

　
額
を
貸
与
し
ま
す
）�

▼
募
集
人
数
　
大
学
生
、
高
校

　
生
あ
わ
せ
て
１５
人�

▼
募
集
締
切
　
９
月
２９
日
f�

▼
応
募
方
法
　
学
校
教
育
課
、

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
で
用
紙

　
を
受
け
取
り
、必
要
書
類
を

　
そ
ろ
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
奨
学
生
の
決
定�

　
審
査
委
員
会
で
審
査
し
、
貸

　
与
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ�

　
学
校
教
育
課
　
総
務
係�

　
内
線
２
５
７
２�

���

　
平
成
の
大
修
理
を
終
え
た
国

の
重
要
文
化
財
「
白
山
社
奥
社

本
殿
」
を
目
指
し
、
風
越
山
に

登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
登
山
マ
ラ
ソ
ン
の
部
、
み
ん

な
で
走
ろ
う
の
部
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
の
部
の
３
部
門
で
、
小
学

生
か
ら
一
般
の
方
ま
で
参
加
い

た
だ
け
ま
す
。�

※
種
目
に
よ
り
参
加
資
格
に
制

　
限
が
あ
り
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
９
日
-�

○
登
山
マ
ラ
ソ
ン
の
部�

　
午
前
１０
時
ス
タ
ー
ト�

○
み
ん
な
で
走
ろ
う
の
部�

　
午
前
９
時
５３
分
〜
５７
分
ス�

　
タ
ー
ト�

○
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
部�

　
午
前
７
時
３０
分
ス
タ
ー
ト�

▼
申
込
締
切
　
９
月
１９
日
c�

▼
要
項
、
参
加
申
込
書�

　
ス
ポ
ー
ツ
課
、
市
役
所
各
支

　
所
・
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、

　
各
公
民
館
に
用
意
し
て
あ
り

　
ま
す
。�

※
参
加
料
、
応
募
方
法
、
大
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募

　
集
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　�

　
風
越
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事

　
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
課
）�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）３
０
０
１�

���

　
１０
月
２８
日
g
〜
２９
日
a
に
、

環
境
、
健
康
、
生
活
を
考
え
る

イ
ベ
ン
ト
「
生
活
と
環
境
ま
つ

り
２
０
０
６
」
を
鼎
体
育
館
、鼎

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。�

　
実
行
委
員
会
で
は
、
出
展
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
の
活
動
や
研
究
成
果
の
発
表

な
ど
出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
の

　
募
集
も
し
て
い
ま
す
。
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
９
月
１４
日
e�

▼
応
募
・
問
合
せ�

　
生
活
と
環
境
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会
事
務
局
（
環
境
課
）�

　
内
線
５
２
４
９�

���

　
医
療
の
仕
組
み
や
言
葉
が
分

か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
医
療

機
関
を
受
診
で
き
な
い
外
国
籍

住
民
の
た
め
、
外
国
人
健
診
を

行
い
ま
す
。�

　
こ
の
健
診
に
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
１１
月
５
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時�

▼
場
所�

　
健
和
会
病
院
（
鼎
中
平
）�

▼
内
容�

○
通
訳
（
言
語
を
問
い
ま
せ
ん
）�

○
問
診
票
記
入
援
助
な
ど
、
外

　
国
籍
住
民
の
方
に
付
き
添
い�

▼
募
集
人
数
　
１
５
０
人
程
度�

▼
申
込
締
切
　
１０
月
２３
日
b�

▼
応
募
方
法�

　
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、電

　
話
番
号
を
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ

　
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
２
）４
５
６
８�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　ic0179@
city.iida.nagano.jp�

���

▼
募
集
す
る
住
宅�

○
住
宅
名
　
雇
用
促
進
住
宅
松

　
尾
住
宅
（
松
尾
清
水
）�

○
間
取
り
　
３
Ｄ
Ｋ�

○
家
賃
等�

・
家
賃
　
３
０
、５
０
０
円�

　
〜
３
６
、６
０
０
円�

・
共
益
費
　
８
０
０
円�

・
駐
車
場
　
有�

○
契
約�

　
２
年
間
の
定
期
借
家
契
約�

※
入
居
に
際
し
て
は
一
定
の
資
格

　
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ�

　
7
雇
用
振
興
協
会
東
京
支
所�

　
1
０
３（
５
６
０
０
）９
０
３
４�

���
　
内
閣
府
で
は
、
メ
ー
ル
マ
ガ

ジ
ン
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
を

発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
事

前
登
録
さ
れ
た
方
に
対
し
、
悪

質
商
法
の
新
手
口
な
ど
の
情
報

を
電
子
メ
ー
ル
で
発
信
す
る
こ

と
で
、
高
齢
者
に
対
す
る
見
守

り
に
も
役
立
て
、
消
費
者
被
害

を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
す
。�

※
登
録
方
法
の
詳
細
は
、
男
女

　
共
同
参
画
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
２�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　http://w
w
w
.city.iida.nagano.�

　jp/danjo/�
�������

▼
応
募
要
件�

　
飯
田
市
に
１
年
以
上
居
住
し�

　
て
い
る
方
の
、
子
や
き
ょ
う

　
だ
い
で
、
成
績
優
秀
で
健
康

　
で
あ
り
、
経
済
的
に
修
学
が

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン�

見
守
り
新
鮮
情
報�

第
　
回
風
越
登
山
�

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
�

５２�
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飯
田
ア
カ
デ
ミ
ア
2
0
0
6

第
3
回
講
座�

美
博
の
自
然
講
座�

第
　
期
文
章
講
座�

犬
の
し
つ
け
方
教
室�

女
性
の
た
め
の�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座�

夫
婦
の
た
め
の�

法
律
講
座�

２５�

りんご庁舎３階�
本町１丁目再開発ビル�

市民サロンは自由なスペース�
作品展やコンサートもＯＫ！�

りんご庁舎３階�
本町１丁目再開発ビル�

市民サロンは自由なスペース�
作品展やコンサートもＯＫ！�

☆ご利用可能な施設・時間�
　会議室　　　　午前9時00分～午後10時�
　市民サロン　　午前8時30分～午後10時�
　子どもサロン　午前8時30分～午後 7 時(原則)�
　インターネット利用　午前8時30分～午後10時�
　■申込・問合せ　男女共同参画課　内線5351

▼
テ
ー
マ
　
歴
史
を
活
か
し
た

　
ま
ち
づ
く
り�

▼
日
時
（
２
日
間
の
連
続
講
座
）�

　
９
月
１６
日
g�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時�

　
９
月
１７
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
２
時
３０
分�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所�

▼
講
師
　
西
村
幸
夫
氏�

　（
東
京
大
学
教
授
）�

▼
定
員
　
３０
人�

▼
受
講
料
　
５
０
０
円�

　（
資
料
代
・
２
日
間
）�

※
１７
日
の
昼
休
み
に
は
、
講
師

　
を
囲
ん
で
の
昼
食
交
流
会
も

　
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参

　
加
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
歴
史
研
究
所�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０�

���

　
日
常
生
活
に
役
立
つ
文
章
づ

く
り
の
基
礎
を
学
ん
で
い
た
だ

く
講
座
を
開
催
し
ま
す
。�

▼
開
講
日�

　
毎
月
１
回
第
２
日
曜
日�

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

　（
初
回
は
１０
月
１５
日
。
来
年

　
９
月
ま
で
１
年
間
）�

▼
場
所
　
上
郷
図
書
館�

▼
内
容�

　
講
義
の
ほ
か
、
用
字
用
語
の

　
演
習
、
添
削
指
導�

▼
募
集
人
数
　
３０
人
程
度�

▼
講
師
　
清
水
貫
司
先
生�

▼
受
講
料�

　
年
８
、０
０
０
円
（
人
数
に

　
よ
っ
て
は
変
更
が
あ
り
ま
す
）�

▼
申
込
締
切
　
１０
月
１
日
a�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
上
郷
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
５
２
）２
５
５
１�
���

　
離
婚
に
伴
う
子
の
親
権
な
ど

問
題
解
決
と
自
立
に
つ
い
て
の

内
容
で
行
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
５
日
e�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室 �

▼
講
師�

　
三
浦
由
美
弁
護
士�

　（
長
野
市
在
住
）�

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
）�

▼
申
込
締
切
　
９
月
２２
日
f�

※
託
児
を
希
望
の
方
は
申
込
時

　
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

���

　
人
前
で
の
上
手
な
話
し
方
、

司
会
の
仕
方
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
「
こ
つ
」
を
習
い

ま
せ
ん
か
。�

▼
日
時
　
９
月
２５
日
b�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室 �

▼
講
師
　
星
井
あ
き
子
氏�

　（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）�

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
）�

▼
資
料
代
　
２
５
０
円�

▼
申
込
締
切�

　
９
月
１９
日
c�

※
託
児
を
希
望
の
方
は
申
込
時

　
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

���

▼
学
科
講
習
会�

○
日
時�

　
９
月
１７
日
a�

　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分�

○
場
所
　
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー�

○
定
員
　
９０
人�

○
受
講
料
　
１
、０
０
０
円�

▼
実
技
講
習
会�

○
日
時�

　
９
月
２４
日
a
〜
１０
月
２２
日
a

　
の
毎
週
日
曜
日
（
全
５
回
）�

　
午
前
７
時
〜
９
時�

○
場
所�

　
城
東
２
号
公
園�

　（
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
前
）�

○
定
員
　
４０
組�

○
受
講
料
　
４
、０
０
０
円�

※
実
技
講
習
会
の
受
講
に
は
学

　
科
講
習
会
を
受
講
し
て
い
る

　
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
事
務
局�

　（
飯
田
保
健
所
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６�

�

�������

▼
テ
ー
マ�

　
古
根
羽
火
山
の
活
動
の
姿�

▼
日
時
　
９
月
２１
日
e�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

▼
講
師�

　
坂
本
正
夫
氏�

　（
下
久
堅
小
学
校
長
）�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室�

　（
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
屋  

　
上
へ
至
る
階
段
か
ら
直
接
入

　
る
）�

▼
資
料
代
　
１
０
０
円�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

���

　
飛
騨
古
川
、
函
館
、
舞
鶴
、

石
見
銀
山
な
ど
各
地
の
実
践
事

例
を
紹
介
し
、
歴
史
を
活
か
し

た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
自

分
た
ち
の
ま
ち
で
も
展
開
す
る

手
が
か
り
を
考
え
ま
す
。�
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こ
つ
こ
つ
講
座�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

後
期
教
養
講
座�

���
　
女
性
は
男
性
に
く
ら
べ
て
骨

折
し
や
す
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

何
に
気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。�

▼
対
象�

　
昭
和
２１
年
、
２６
年
、
３１
年
、

　
３６
年
、
４１
年
生
ま
れ
の
女
性�

▼
日
時�

　
１０
月
１１
日
d
〜
１３
日
f�

　
午
前
９
時
〜
１０
時
３０
分�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時�

※
同
じ
講
座
を
計
６
回
行
い
ま

　
す
。
申
込
時
に
希
望
の
日
時

　
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー�

　
第
２
体
育
館
（
松
尾
明
）�

▼
内
容
　
骨
密
度
測
定
、
骨
粗

　
し
ょ
う
症
に
つ
い
て
の
講
話

　
と
運
動�

▼
定
員�

　
各
４０
人
（
先
着
）�

▼
受
講
料�

　
５
０
０
円�

▼
申
込
締
切�

　
９
月
２２
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
８�

���

▼
対
象�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
す
る
お
お
む
ね
３５

　
歳
ま
で
の
方
。�

▼
講
座
内
容
　
下
記�

▼
受
講
料�

　
１
、３
０
０
円�

▼
利
用
者
登
録
料�

　
１
、５
０
０
円�

　（
１
年
間
）�

※
こ
の
ほ
か
、
各
講
座
ご
と
に

　
運
営
費
が
か
か
り
ま
す
。�

▼
特
典�

　
市
内
映
画
館
・
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
場
の
特
別
割
引
が
あ
り
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
ホ
ー
ム
窓
口
へ
お
越
し
い
た

　
だ
き
、
費
用
を
添
え
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
受
付
時
間�

○
月
曜
日
〜
土
曜
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時�

○
日
曜
日
・
祝
日�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時�

▼
申
込
受
付
期
間�

　
９
月
８
日
f
〜
２９
日
f�

▼
申
込
・
問
合
せ�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１�

勤労青少年ホーム後期教養講座�
講座名� 曜日� 講師� 内容� 期間� 時間� 定員� 運営費�

気持ちのよい音楽を流しながらの�
レッスンです。スナーナヨーガを�
します（5回）�

日常会話、旅の必要英会話など、�
英会話の基本形を分かりやすく楽�
しく学びます（10回）�

歌とギターの演奏に合わせて踊り、�
年齢・性別に関係なく誰でも楽し�
めます（10回）�

有酸素運動で元気に！ヨガストレ�
ッチも取り入れて効果的に運動し�
ます（10回）�

盛花、自由花、生花など、花それ�
ぞれの特長を生かした活け方を学�
びます（10回）�

文書作成、表計算、グラフ作成、�
インターネットなどを学びます�
（10回）�

日常生活に役立つ文字の習得を中�
心に、細筆、太筆を使って基礎か�
ら学びます（10回）�

健康な生活には食事が大切。バラ�
ンスのとれた食事のための調理技�
術を学びます（10回）�

ヨガ�

英会話�

フラメンコ�

エアロビクス�

華道�

パソコン�

楽しい�
書道講座�

料理�

ネイルアート�
とメイク�

月�

火�

火�

水�

水�

水�

木�

木�

金�

本田智子先生�

ジュリア・押田�
先生�

高木理恵先生�
松島里美先生�

池上みどり先生�

華道家元池坊教授�
小松久美子先生�

飯田ゆめみらい�
ＩＣＴカレッジ�
伊藤康彦先生�

飯田書人会代表�
幽石書道教室主宰�
加山雅三先生�

管理栄養士�
後藤よね子先生�

SpicSalon飯田店�
木下祐香先生�

爪先からきれいに変身するための�
メイクの仕方を学びます（5回）�

11月6日�
〜
�

10月2日�

12月5日�
〜
�

10月3日�

12月12日�
〜
�

10月10日�

12月20日�
〜
�

10月18日�

12月6日�
〜
�

10月4日�

12月13日�
〜
�

10月11日�

12月21日�
〜
�

10月12日�

12月14日�
〜
�

10月5日�

11月17日�
〜
�

10月13日�

20：00

19：00

21：00

19：30

21：00

19：30

21：00

19：30

21：00

19：30

21：00

19：30

21：00

19：30

21：00

19：00

21：00

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

19：30

20

16

10

20

18

20

18

16

8

1,500円�

5,000円�

1,500円�

1,500円�

10,000円�
（お花代含む）�

6,000円�

4,500円�
（用具代含む）�

8,000円�
（材料代含む）�

6,000円�
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

通信�

通信�

■問合せ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの予定
 �
▼ぼくらのまちづくり１�
　9月23日-�
　10:00～12:00、13:30～15:00 �

　10:30～13:00�
▼白玉ミルクぜんざいづくり�
　9月17日a　材料費100円�
▼てづくりとうふ�
　9月24日a　材料費100円�
▼でっかいみたらしだんご�
　10月1日a　材料費100円�

 �
　13:30～15:00�
　集合場所：なかまの館�
▼土ぶんかい�
　9月18日-�
▼ぴよぴよたんけん隊�
　9月30日g

▼森エンテーリング�
　10月7日g�
▼はらっぱあそび�
　10月9日-�
　10:00～12:00、13:30～15:00

 �
▼みがこうみがこう石みがき�
　9月16日g�
　10:00～12:00、13:30～15:00

※このほか「アップルけんだまクラブ」「くどうおじさんの紙きり教室」など祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！�

 �
　10月14日g、15日a�
　11:00～15:00

 �
　10月1日a　10:30～14:00�
　場所：風の回廊�

 �
　10:00～12:00、13:00～15:00�
▼ポンポン船を作ろう�
　9月2日g�
▼ペットボトル提灯を作ろう�
　9月3日a�
▼ひと筆で描く砂絵�
　9月9日g�
▼ブーメラン�
　9月10日a�
▼ドライアイスホッケーで遊ぼう�
　9月17日a�
▼モデルロケットを作ろう�
　9月23日-�
▼フーコーの振り子�
　9月30日g

▼窯焼きスコーン�
　10月8日a　材料費100円�

これからの講座予定�
対象:小学3年生以上　★基本時間　9:00～11:00

９月23日_　9:00～11:00�
持ち物：魚とりの網、入れ物、水筒、
　　　　長靴�

かわらんべのメールマガジン�
『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　　　登録はホームページから�

かわらんべのメールマガジン�
『自然系☆雑学クイズマガジン　カッパネット！』�
　　　　　　　　　　　登録はホームページから�

かわらんべ前の小川で、ドジョウやザ
リガニなどいろんな生き物を探します。�
みんな集まれ～！�

（対象:小学3年生以上）�

（対象:小学3年生以上）�

誰のバッタがいちばん長い時間飛んでい
られるかな？みんなで競争しよう！�

「鉱山めぐり」（成人講座）�
9月16日g　9:00～15:00�
持ち物：採取道具、弁当�
喬木村の「鬼ヶ城」を散策します。�

９月30日G　9:00～11:00�
持ち物：網、虫かご、水筒�

「写真講座9」（成人講座）�
9月27日d�
持ち物：カメラ、筆記用具�
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10265（22）4511

市民の皆さんの�
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育 て 相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

９月１２日（火）�
１３:００～１６:００�

９月８日（金）�
９月２２日（金）�
１３:３０～１６:３０�

９月１０日（日）�
９月１７日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�
さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�男女共同参画課内線５３５２�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

９月１９日（火）�
１３：３０～１６：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�
毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

９月２９日（金）�
１０：００～１５：００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

９月８日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

国税に関する相談� 市役所本庁舎1階� 税務課�
内線５１４１�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�

●主催�
　（社）日本下水道協会�
　（株）日本水道新聞社�
　（日本下水道新聞）�
●応募期限�
　10月11日（水）�
●作品送り先、問合せ�
　〒395－8501�
　飯田市大久保町2534�
　飯田市水道業務課�
　「下水道いろいろ�
　　　　 コンクール」�
　作品募集係�
　1 0265（22）4511�
　内線5252

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生�

応
募
規
定
◆
Ｂ
４
〜
Ａ
２
判
以
内
。
画
材
は
特
に
問�

　
　
　
　
　
い
ま
せ
ん
。
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
応
募
す�

　
　
　
　
　
る
場
合
は
、「
９
月
10
日
下
水
道
の
日
」

　
　
　
　
　
の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。�

応
募
方
法
◆
作
品
の
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏
名

　
　
　
　
　
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。�

応
募
資
格
◆
制
限
な
し�

応
募
規
定
◆
官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
に
作
品
１
点
。�

応
募
点
数
に
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。�

応
募
方
法
◆
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、�

　
　
　
　
　
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。�

共
通
応
募
規
定�

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。�

②
入
賞
作
品
の
版
権
、
使
用
権
お
よ
び
著
作
権
は
、

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。�

発
　
　
表
◆
平
成
19
年
３
月
上
旬�

機
関
誌･

新
聞･

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る�

表
　
　
彰
◆
平
成
19
年
６
月�

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生�

応
募
規
定
◆
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用
。�

　
　
　
　
　
小
学
校
低
学
年
　
３
枚
以
内�

　
　
　
　
　
小
学
校
高
学
年
　
４
枚
以
内�

　
　
　
　
　
中
学
生
　
　
　
　
５
枚
以
内�

　
　
　
　
※
自
筆
の
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
原
稿

　
　
　
　
　
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。�

応
募
方
法
◆
作
品
に
は
タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
に
学
校  

　
　
　
　
　
名
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
。�

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生�

応
募
規
定
◆
半
紙
を
縦
長
で
使
用
。�

　
　
　
　
　
※
楷
書
・
行
書
に
限
り
ま
す
。�

応
募
方
法
◆
作
品
の
左
端
に
「
学
年
、
氏
名
」
を

墨
書
き
。
（
台
紙
は
不
要
）�

　
作
文
部
門�

　
作
文
部
門�

書
道
部
門�

書
道
部
門�

標
語
部
門�

標
語
部
門�

下

水

道
�

の

役

割

�

学
年
　
氏
　
　
名�

（小学校高学年）�

下

水

道

�

と

環

境

�
学
年
　
氏
　
　
名�

（中学生）�

下

水

�

ど

う

�

学
年
　
氏
　
　
名�

（小学校低学年）�

課
題
・
書
き
方�

と
配
列�

市
で
は
、
平
成
25
年
ま
で
に
全
世
帯
を
水
洗
化
す

る
た
め
に
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
つ
い

て
、
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
自
由
に
発

想
・
表
現
し
た
絵
画
（
ポ
ス
タ
ー
）
、
作
文
、
書
道
、

標
語
を
募
集
し
ま
す
。�

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門�

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門�

賞
　
発
表
・
表
彰�

賞
　
発
表
・
表
彰�

下
水
道
　
き
れ
い
な
未
来
　
つ
く
る
道�

　
　
（
平
成
１８
年
度
下
水
道
推
薦
標
語
）�
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飯田市の人口（8/1現在）■人口＝107,649人（前月比－7）男51,638人／女56,011人  ■世帯＝37,423戸（前月比＋26）�
発行・編集：飯田市役所企画部情報推進課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

　「0・1・2歳のための人形劇」がやってきます。今年は、
人形劇団むすび座による「ミーくんとまほうのたね」。�
　明るくて美しい色彩と心地よい音楽、ゆったりとした中で、
小さな子どもとお母さんが「楽しいな」「気持ちいいな」
と感じられるひとときをお届けします。��
チケット価格（3歳以上）�
●前売800円●当日1,000円（文化会館ほかで発売中）�

　飯田・豊橋・浜松市の合唱団体による演奏会です。豊橋・
浜松市からもそれぞれ3団体がやってきます。県境を越え
て奏でられるハーモニーをお楽しみください。�
■出演団体(飯田地区)�
　○アンサンブル飯田 ○飯田市民合唱団 ○飯田少年少女
合唱団 ○飯田女声コーラス ○上郷コーラス ○高森中学
校三年選択 ○ハミングココ ○飯伊童謡・唱歌を歌う会
○バッカス男声合唱団 ○一般団体合同発表 ○児童生徒
合同発表(追手町小＋飯田少年少女＋浜井場小)

チケット価格●小学生以上800円（文化会館ほかで発売中）�

9月30日G 10：00、11：30（2回公演）�
●飯田人形劇場�

9月18日_ 開演13：00�
●飯田文化会館ホール�

第9回 三遠南信文化交流�

合唱のつどい�
人形劇団むすび座公演�

初めて出会う人形劇�

上町・正八幡宮の冨士天伯�

昨年豊橋市で行われたつどい風景�

遠山霜月祭の世界�ー神・人・ムラのよみがえりー�
〈新飯田市誕生記念特別展〉�〈新飯田市誕生記念特別展〉�

　遠山地方では古くから独自の文化が育まれてきましたが、その代表が国重要
無形民俗文化財の「遠山の霜月祭」です。神事色の強い湯立てをくり返すと
ころに特徴があり、冬至における太陽の衰弱と再生になぞらえて、神、人、ムラ、
自然界のあらゆるものの「生まれ清まり」を祈ります。�
　今回の展覧会では、遠山地方の歴史と文化、遠山霜月祭を紹介し、湯立
神楽の系譜や祭に秘められた意義を探ります。門外不出の霜月神楽面（中郷
16面、須沢29面）や伊勢神宮・鶴岡八幡宮関係の神楽資料、『本居宣長
随筆』〈重文〉など貴重な資料も展示します。�

講座　霜月祭を支えた遠山地方の歴史―中世と近世―�
　　　 10／８（日）　午後１時30分から�
講座　遠山霜月祭の多様性と特質�
　　　 10／22（日）　午後１時30分から�
特別講演会　日本の祭祀芸能における遠山霜月祭の位置�
　　　 10／29（日）　午後１時30分から�

講座�
�
講座�
�
特別講演会�

〈期間中のイベント〉�〈期間中のイベント〉�〈期間中のイベント〉�
●開館時間 午前9時30分～午後5時（入館は4時30分まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般500円（400円）、高校生300円（250円）、�

 小中学生200円（150円）※（ ）内は20人以上の団体�

展示期間�10月1日A～11月5日A

�

秋葉街道（あきばかいどう）�
��
秋葉街道は秋葉神社（浜松市春野町）から長野県南部への
道で、信仰と塩の道として栄えました。飯田からは小川路峠を
越すと上村の本道へと繋がります。街道沿いの各地には石碑
や石仏が多く残り、往時の隆盛を今に伝えます。�


